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【概要】 
東北大学大学院文学研究科の田中重人准教授は、2015 年の高校保健副教材 (文部科学

省作成) の「妊娠のしやすさと年齢」グラフに関し、その元データを掲載した 1978 年の

論文(1) とそれを引用した文献を網羅的に調べました。その結果、このデータは早婚の女

性に限定して推定したものであり、結婚からの時間経過による性行動変化と加齢の効果

とを混同しているとの専門家からの批判がある(2) こと、この批判への反論や再検証はな

いまま放置されてきたことがわかりました。また、副教材グラフは、原典の論文ではな

く、それを不正確に写した別の論文からの曾孫引きであるために本来の値からはずれた

曲線になっており、原典には存在しない「22 歳がピーク」という印象を作り出していま

す。このようなグラフを学校教材に採用するのは不適切と田中准教授は指摘しています。 
この研究成果は『生活経済政策』230 号に掲載されました。 

【背景】 
高校保健副教材『健康な生活を送るために (高校生用)』改訂版は、妊娠・出産に関す

る医学的・科学的知識をはじめて盛り込んだものとされ、2015 年 8 月に公表されました。

この教材には、「妊娠のしやすさと年齢」の関係を示すものとして、22 歳をピークとして

急激に下降するグラフが掲載されていました。これは 1998 年の論文からの引用とされて

いましたが、出典表示が不正確であるうえに、曲線が改竄されていたことが判明し、文

部科学省は、年齢による変化がより緩やかなグラフに差し替えました。 
この対応に対しては、差し替え後のグラフも不適切だとの指摘（毎日新聞 2015 年 9 月

2 日）があります。これに対し、日本生殖医学会は、このグラフは「長年用いられてきた

グラフで」「適切である」とする理事長コメント (2015 年 9 月 7 日) を出しています。し

かしこの議論は、グラフに批判的に言及した 2 次資料(3)(4) の断片的な説明しか参照して

おらず、原典資料に基づいた議論はおこなわれてきませんでした。 
また、このグラフについては、内閣官房参与が副教材用に提供したものであること、

同人がウェブサイトや講演資料で使用していたこと、日本産科婦人科学会などの学術団

体が内閣府に「学校教育における健康教育の改善に関する要望書」を共同提出した際の
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参考資料に含まれていたこと (日本家族計画協会『家族と健康』732 号) がわかっていま

す。しかし具体的な作製過程について、同人は「誰が作製したのか分からないが、産婦

人科では長年広く使われてきたグラフだった」と語ったと報じられており (毎日新聞

2015 年 8 月 26 日)、経緯は不明なままでした。 

【研究の内容】 
田中准教授は、このグラフの元データ (図 1) を算出した 1978 年の人口学論文(1) と、

それを引用した文献 23 本を網羅的に調べました。その結果、このデータの 25 歳以上の

部分は、20 代前半までに結婚した早婚女性に限定しての推定であるため、結婚からの時

間経過による性行動変化を反映している可能性が高いことがわかりました。一般に、結

婚から時間がたつにつれ、夫婦間の性交渉は不活発になります。このため、ある特定の

年齢のときに子供ができる確率は、早く結婚した夫婦のほうが、遅く結婚した夫婦より

低いのです。したがって、早婚女性だけの分析では、加齢による受胎確率の低下を実態

よりも大きく見積ってしまうことになります。この問題点は、論文出版の翌年に専門家

によって指摘されていました(2) が、それに対する反論や再検証はおこなわれていません。

また、このデータ推定の過程には、ほかにも種々の問題がありますが、それらについて

は妥当性のチェックすらない状態です。 
しかも、教材のグラフは、この原典ではなく、それを加工して批判的に引用した 1989

年の論文(3) のグラフを写した 1998 年の論文(4) からの曾孫引きによるものです。コピー

されるたびに曲線が変形してきた結果、このグラフは原典の推定値にほとんど重ならず、

本来データ上の根拠がない「22 歳がピーク」という印象を作り出しています (図 2)。 
以上のように、妥当性に問題がある人口学研究の推定値を不正確に写したグラフをさ

らに改竄して、22 歳をピークに急激に低下していく印象を与えるグラフを、産婦人科・

生殖医学の専門家が作り、政府に売り込んで高校生向け教材に載せた (図 3)、というの

がこの件の経過です。田中准教授は、このほかに、教材公表当初のグラフは内閣官房参

与が自ら作成した、と本人が認めていた (市民団体の質問への回答 2015 年 12 月) こと

も指摘しています。データ改竄は専門家の提供する「科学的知識」への信頼を揺るがし

ます。それに加え、問題のあるデータを無批判に利用してきたこと、不正確な引用を繰

り返してきたこと、そして原典資料と研究史のチェックを怠ってきたことは、この研究

分野における根深い問題があることを示唆しています。 
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* ハテライト (Hutterite): キリスト教宗派のひとつ (フッター派)。子供数を意図的にコントロールする習慣

がない状態での出生力を観察する目的で、歴史人口研究においてデータが参照されてきた。 
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図1. 副教材グラフの原典における推定値

1960年代台湾女性の
16-19歳での結婚－妊娠

間隔から推定

1960年代台湾の20-24歳平均
を基準（＝1.0）に設定

1950-60年代北米ハテライト* 年齢別出生率
（20代前半までに結婚した女性のみ）を元に、
不妊率・流産率・死産率などを他データから

代入した確率モデルで推定

歳

1
か

月
あ

た
り

受
胎

確
率

(2
0-
24
歳
の
平
均
を
1と

す
る
相
対
値
)

15 20 25 30 35 40 45 50
0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

副教材グラフ（訂正版）は http://www.mext.go.jp/component/a_menu/
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図2. 副教材グラフ（訂正版）と原典とのずれ

歳

副教材訂正時のずれ

Wood(3) の改変部分

O'Connorほか(4) によるずれ

1960年代
台湾調査による

結婚－妊娠
間隔データ

(Jain 1969年論文)

1950-60年代北米

ハテライト* 25-47歳
の年齢別出生率

(Sheps 1965年論文)

その他の集団の
流産率等

1978年 

 Bendel & Hua推定(1)

1979年 

 James による批判(2)

20代前半まで
に結婚した
女性に限定

1989年 Wood(3) 
による批判的言及

1998年 
 O'Connorほか

による紹介(4)

 2013年 吉村泰典 ブログ記事
「22歳時の妊孕力を1.0とすると、

30歳では0.6を切り、40歳では0.3前後」

 2015年9月 副教材
グラフ訂正版

 2015年8月 副教材
グラフ当初版

反論なし

図3.  「妊娠のしやすさと年齢」グラフに関する研究史
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